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171.高齢者における蕗常の身体活動撃と犠液中分泌裂免

疫グロブリン Aの関係叫SATプロジェクト 177-

。清水手11弘ヘヰ;村文科t1、赤uぜ i拘禁炉、秋本崇之誌、

久野総也]、河野…長I~1 

。筑波大学大学院人間総合科学研究科、 2早続出大学

スポーツ科学部、 3平綴HJ大学 生命i均長 L学研究所j

{路的}栓液中分j在、型免疫グロプリン八 (Slg;¥) ，ム上

気滋感染症被患の:予防iこ.f主要な投剣を示す. しかし，

SIgAは力llit誌と失に減少し，感染症綴波、リスク ii増加する

と報告されている.我々の先行研究ぜは， t.jl等皮トレーニ

ングにより SIgAレベルが高まったことを報:ラしており，

lド等度の身体的動が SlgAに影響を与える可能性を示唆し

ている.免疫機能と同線に行動体力も加齢に伴い急下する

ことから，必鈴:訟の免疫機能は，日1tの身掠t&!lihによって

も影響を受ける可能性がある.そこで本研究では，高齢者

の上i常の身体活動髭と SlgAの渓係を検討することをひ的

とした.[方法}鈎j弱尚齢者 (238名〉，後期高齢者 (129名〕

を対象とした.身体活動設は熊議活動 ~i鰐定25iこより 18

の消費カロリーを機定した f霊法より ELISAi去にて SIgA

i幾度を測定し， SIgA分泌速度 (Pg/min)とじて算出した.

また， 3民間の食事針変により lRのよエネルギー摂取翠:とピ

タミン八摂取設を算出した.ピタミン Aは SigAと関係

があると報告されている.伝言巣1r)ij J割高齢者をlHの身体

活動量によち， 115 kcal来溺 (LY1.洋)， 115 .-250 k c a ] 

(MY若手入 250kcal以上 (IIY若手) とサプグループイヒした.

MY群は， お19!\ 分泌j選投が{むの2許ーよりも宥:怠 l.，:'~品絡をぶ

した (p く0.05).後期治j鈴者では， 85 kcal米績は，0群)，

85-155 kcal (MO {洋)， 155 kcal 以上 (HO群)とした.

MO訴の SIgA分泌i事!支は. 1.0群と比べ/有意に高絡を示

した (p く0.05). エネルギ、一摂取量について，治共H高齢

者では1JY訴がしY群と MY若手にj:七べ右'笠;こ高会員を示し，

後期i高齢:詫では MO群および HO若手がLOH宇によとベノ有窓に

尚僚を訴した (p く0.05). ピタミン A祭攻撃は> jji[f的・
後期高齢者とも存サブグル)ブIHIに有意な設は認められな

かった.受;ニ高官娯高齢者'の HY鮮において， J選動強JiG

mets以上の身体活動の3経路時間14分をカットポイントと

して. f打撲の対象者を2i洋fとしたが， SIgA分泌速度とピ

タミン A1摂取設について問群i鵠に夜設な2をは認めら j〆Lな

かった. [まとめ1HY詳の様な高活動群は絃活動や中活

動部qこ比べ鋲lfi.エネルギーはおかったが，ピタミン A摂

取議i主義がなかった.これより，高治滋群に認められた

SIgAの低fitHま， 250kcal 以上の身体活動{立高総者には過度

であった可能性が環践として考えられ，また，街活動群の

ピタミン A摂取;愛i幻自立す的に不f乏していた可能性も考え

られた‘また，熊滞J~iき;者では 115-250 kcal (本対象者

では5.000-10 ， 000訟に相浅入後期尚総高・ではお ~-155

kcal (4.000-7.000歩に相当)の身体活動畿の群において

高い SlgAレベルが認められた，
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